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【資　料】

Ⅰ．はじめに
　2019年12月に中国で広がった新型コロナウイル
ス感染症は，今や全世界に拡大し，パンデミックと
いう世界的流行となった。この，新型コロナウイル
ス感染症の世界各地での大流行は，これまでの暮ら
しや人々の社会的なつながりに大きな影響をもたら
した。収束時期も予測がつかず，効果的な治療薬も
ワクチンもいまだ開発されていない今，新型コロナ
ウイルス感染症と共存することが求められている。
　感染経路には大きく分けて，接触感染，飛沫感染，
空気感染の3つがある。新型コロナウイルス感染症
の主な感染対策として，飛沫・接触感染対策が行わ
れている。症状としては，発熱や咽頭痛・鼻汁・咳
嗽などの呼吸器症状，全身倦怠感，嘔気・下痢など
の消化器症状などが報告されている（岩田，2020）。
新型コロナウイルス感染症は大人の感染者が圧倒
的に多い。流行した中国では15歳未満の患者数は
全体の約3％である。日本の報告でも同様で小児の
患者数は全体の4％である。そして，多くは軽症で
あり，発熱や咳嗽などの成人でよくみられる症状は，
半分程度の小児患者にしかみられないとされている。
しかし，最近の中国での患者との接触者の調査では，
小児の感染率は成人と変わらないとの報告がある。

そして，小児でも重症例の報告があり，特に乳児で
その割合が高いといわれている（Dong，2020；齋藤，
2020a；齋藤，2020b；細井他，2020）。
　また，産科においては，免疫寛容状態にある妊産
婦と免疫機能が未熟な新生児が対象であるため，感
染症を発症しやすい対象があふれている。妊産褥婦
の特性として，胎児を異物とみなし，拒絶しないよう
に免疫機能を低下させて妊娠を維持させているため，
感染症に罹患すると重症化しやすいといわれている
（金川，2011）。また，免疫機能が未熟な新生児が新
型コロナウイルス感染症に感染するかどうかは，現
在十分な情報やデータが報告されていない。新型コ
ロナウイルス感染症が疑われる産婦の分娩では，直
接・間接介助者，医師全員がN95マスク，アイシー
ルド，ガウン，手袋，キャップを装着している。さら
に，母乳からウイルスが検出されたという報告はない
が，授乳時の飛沫・接触感染を避ける目的で人工乳が
推奨されている。母児同室も実施されていない。また，
妊娠中の教室，分娩時の家族の立ち会い，乳幼児健
診も中止となっている場合が多い（柴田，2020；武久，
2020；名西他，2020；高城，2020；春山他，2020）。
　このように，乳幼児や親を取り巻く状況は，新型
コロナウイルス感染症の影響を受け，大きく変化し
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た。そのような中，乳幼児を育児中の親にとっては，
育児の負担だけでなく，新型コロナウイルス感染症
による生活の変化に伴う負担がかかることとなった。
　しかしながら，現在のわが国では新型コロナウイル
ス感染症という新たな脅威に対して対応することに追
われ，乳幼児とその親への影響が整理されていない。
インターネットやメディアでは，多くの情報が氾濫し
ている。新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与
える影響について明らかにすることは，新型コロナウ
イルス感染症と共存することが求められている社会に
おける支援のあり方の基礎資料になると考える。よっ
て，文献検討により，わが国における新型コロナウイ
ルス感染症が乳幼児と親に与える影響について明ら
かにすることを目的に本研究に取り組むこととした。

Ⅱ．研究方法
１．文献検索の方法
　『医学中央雑誌』Web版を用い，「コロナ」「コロ
ナウイルス」「COVID-19」「児」「子」「親」をキーワー
ドとし，2019年から2020年に発表された文献を検
索した（2020年10月16日検索）。その結果，416
件が該当した。その中で，タイトルおよび抄録から，
新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与える影

響について記載された文献8件を分析対象とした。
　また，インターネットの一般的な検索エンジンで
あるGoogleを用い，「コロナ」「親」「乳児」「幼児」「影
響」を検索語として検索した（2020年10月16日検
索）。その中で，タイトルから，新型コロナウイル
ス感染症が乳幼児と親に与える影響について記載さ
れた報告4件を分析対象とした。
　また，わが国と海外では家族背景などが異なって
おり，本研究ではわが国での影響を整理するため，
国内文献を対象とした。
２．用語の定義
1）乳児：「生後1年未満の児」とした。
2）幼児：「満1歳から小学校就学までの児」とした。
3） 新型コロナウイルス感染症：「COVID-19による
感染症」とした。

３．分析方法
　新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与える
影響について，乳幼児に与える影響，親に与える影
響，それぞれに関して文献・報告を分析した。

Ⅲ．結果
　分析した12件の概要について表1と表2に示した。
なお，本文中の番号は，表1，2の文献番号とする。

表1　新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与える影響に関する研究概要
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表2　新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与える影響に関するインターネット報告概要

１．新型コロナウイルス感染症が乳幼児に与える影響

　新型コロナウイルス感染症が乳幼児に与える影響
としては，感染予防策，日常生活，友達との関係，
家族との関係，メンタルヘルスがあった。
1）感染予防策
　基本的感染予防策として，まめに手洗い・手指

消毒をする，咳エチケットの徹底，こまめに換気
をする，身体的距離の確保，3密（密閉・密集・密
接）を回避する，毎朝の体温測定・健康チェックを
行う，という対策がとられていた。園での集団生活
では，これらの基本的感染予防策とともに，教室内
の机の配置の間隔をあける，広い多目的ホールなど
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をシートや衝立で仕切り，教室として利用するなど
工夫がなされていた。また，乳幼児を保育し，身体
的接触が多い場合は，保育者の基本的な感染予防と，
おもちゃや環境の消毒が実施されていた。排便後の
おむつの処理には使い捨て手袋の使用，使用後のお
むつの処理と調乳や食べ物を扱う場所との動線を分
ける，保育者の手洗いの徹底などが実施されていた
（No.4）（安元，2020）。
　新型コロナウイルス感染予防対策として，手洗い
に加え，熱があったら登校しない，外に出ない，他
の子と遊べないなどは，乳幼児にとって心理的に
窮屈さを増すものとなっていた（No.12）（笠原他，
2020）。
2）日常生活
　子どものみならず親も在宅する時間が増えた家庭
では，調理する機会が増えているが，経済的問題，
大人の生活時間帯のずれ，親や子どもの身体的・精
神的疾病などが複雑に関与し，「食べられない」子
どももいるとされていた（No.8）（笠原，2020）。
　また，子どもたちは運動不足になり，近隣にう
るさがられる，集合住宅ともなれば階下への迷惑
になると叱られる状況もみられた（No.8）（笠原，
2020）。身体を使って遊ぶことが少なく体力を持て
余している様子で，寝つきが悪かったり，夜中に目
を覚ましたりと不安定になる医療的ケア児の事例も
あった（No.2）（鹿内他，2020）。そして，年代を
問わず，多くの子どもがゲームばかりしているよう
になっていた（No.8）（笠原，2020）。
　さらに，乳幼児健診が中止となり，3か月児健診
であるが7か月の児が受診することがあった（No.1）
（春山，2020）。
3）友達との関係
　子ども間のスティグマとして，「コロナ」とあだ
名をつけるなどのいじめ，いじめられるかもしれな
いからと熱があっても内緒にすることなどが起こり
やすいとされていた（No.12）（笠原他，2020）。
　また，友達となかなか会えないことは，子どもた
ちにとって大きなストレスになり，友達に会いたい
と思っている子どもがいた（No.10）（ベネッセ教
育総合研究所，2020）。

4）家族との関係
　休みはたくさんとれたが，狭い住居に多くの家族
が長時間一緒にいることはストレスとなっていた。
就学前や小学生までの子どもの場合，きょうだいで
楽しく遊ぶようになっていた。しかし，それと同時
に，喧嘩も増えていた（No.8）（笠原，2020）。ま
た，子どもがずっと家にいることで，きょうだいげ
んかが絶えない状況となっていた（No.3）（久保樹
里，2020）。
5）メンタルヘルス
　小児の場合は，幼児退行がしばしばみられた。
中には反応性に妄想性障害を呈するものもいた
（No.6）（黒木，2020）。また，環境に慣れることが
できず落ち着かない様子を示す事例もあった。そし
て，子どもは，家庭の中で大人がイライラしていた
り，不安や抑うつ的になったりしていることにも敏
感なため，自分はそこにいてはいけないのではない
かなどと感じ，さらに落ち着かなくなり乱暴になる
と報告されていた（No.12）（笠原他，2020）。
２．新型コロナウイルス感染症が親に与える影響

　新型コロナウイルス感染症が親に与える影響とし
ては，他者とのつながり，経済状況，家族との関係，
メンタルヘルスがあった。
1）他者とのつながり
　保健センターや病院のパパママ教室がすべて止ま
り，里帰り出産もできなくなった中で，妊婦が相談
する場がなくなっていた。妊婦だけでなく，子育て
家庭の親も，サロンや子育て支援拠点などもすべて
中止され，相談もできず，仲間づくりもできない状
況が生じていた。新生児の全戸訪問事業は行ってい
るが「来てほしくない」と断る事例もあった（No.1）
（春山，2020）。
　一方，人とのつながりを大切にしたいと答えた母
親は82.7％であり，コロナ禍の悩みや気がかりの
調査では，母親の約2～ 3割が（園や地域と）「つ
ながりをもてない」を選択した（No.11）（ベネッ
セ教育総合研究所，2020）。
2）経済状況
　経済面の不安を述べる親がいた（No.3）（久保樹
里，2020）。また，新型コロナウイルス感染症の拡
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大で緊急事態宣言が発出されたことにより，勤務し
ている事業所が休業し，経済的に厳しい状況に追い
込まれた人が多くいた。そして，貧困世帯が多かっ
た母子家庭はより経済的に厳しい状況に追い込まれ
ていた（No.5）（馬場園，2020）。
　医療的ケア児の保護者で，保育園に入園させるた
めに頑張って就職したものの，職場もコロナの影響
で安定せず，解雇されるかもしれないという不安を
抱き，今のところ解雇はされていないものの，休み
の予定となっている事例があった（No.2）（鹿内他，
2020）。
3）家族との関係
　新型コロナウイルス感染症の影響として，「子ど
もを遊ばせる場所がない」「子どものストレス面が
心配」「食事や衛生面に気を遣うようになった」「家
族と過ごす時間が増えた」「コミュニケーションが
増えた」「喧嘩が増えた」「夫が在宅勤務になったこ
とで，家事に協力的になった」などの回答があった
（No.9）（幼児教室コペル，2020）。
　家族との時間を大切にしたいと83.0％の母親が
答えており，母親の約7割は子育てに楽しさと不安
の両面を感じていた（No.11）（ベネッセ教育総合
研究所，2020）。
　外出ができず，仕事が在宅勤務になり，子どもは
学校に行かない状況の中で，子どもも大人も休みは
たくさんとれるが，狭い住居に多くの家族が長時間
一緒にいることはストレスとなっていた（No.8）（笠
原，2020）。また，「子どもの休校でストレスがた
まり，夫が家族に暴力をふるうようになった」とい
う相談も報告されていた（No.5）（馬場園，2020）。
そして，子どもの面倒をみながら自宅で仕事をこな
さなくてはならず，高まるストレスは，家庭内での
不和や暴力を引き起こすと述べられていた（No.7）
（末木他，2020）。
　経済面の不安，食事の負担，子どもがずっと家に
いることのストレスを語る親が多く，コロナウイル
スに対しての不安に加え，子どもがずっと家にい
ることで，きょうだいげんかが絶えないことや3食
作ることの負担などさまざまな悩みを抱えていた
（No.3）（久保樹里，2020）。

　一方，ネグレクト傾向とされていた家庭に訪問
してみると保護者が家にいて，子どもと一緒にお
菓子を作っていたこともあった（No.3）（久保樹里，
2020）。また，子どもといる時間が増えることで，「子
どものことがよくわかるようになった」と感じてい
る親もいた（No.12）（笠原他，2020）。
4）メンタルヘルス
　そこまで深刻ではないけれどイライラしてしまう，
今後のことが不安，などの相談が増えていた（No.1）
（春山，2020）。生活リズムも崩れてしまい，常に
身体がだるい状態であり，保育園の入園という環境
が変わるタイミングだったため，先がみえない状況
で，より不安が増した医療的ケア児の保護者の事例
があった（No.2）（鹿内他，2020）。

Ⅳ．考察
１．新型コロナウイルス感染症が乳幼児に与える影響

　新型コロナウイルス感染症が乳幼児に与える影響
としては，感染予防策，日常生活，友達との関係，
家族との関係，メンタルヘルスがあった。
　新型コロナウイルス感染症の主な感染対策とし
て，飛沫・接触感染対策が行われている。感染対策
としては，咳エチケット，せっけんを用いた手洗い，
手指消毒などがある。外出の際にはマスクを装着し，
店に入る際には手指消毒をするという風景が当たり
前になっている。安元（2020）の報告では，基本
的感染予防策とともに，環境の調整が行われていた。
新型コロナウイルス感染症は，乳幼児にとっても周
囲の大人にとっても新たな経験であり，感染予防策
も手探りである。その中で，「感染症対策下におけ
る子どもの安心・安全を高めるために」というリー
フレットによって，安全な環境づくりや不安の軽減
について情報提供がされている（池田，2020）。徹
底した感染予防策が重要ではあるが，乳幼児にとっ
て，必要性や目的，方法などの理解が困難であり，
環境の変化は影響が大きいと考えられる。
　また，咳エチケットの方法としてマスクがある。
しかし，乳児の呼吸器の空気の通り道は狭く，マス
クは呼吸をしにくくさせ，呼吸や心臓への負担にな
る，マスクそのものや嘔吐物による窒息のリスクが
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高まる，マスクによって熱がこもり熱中症のリスク
が高まる，顔色や口唇色・表情の変化など体調異変
への気づきが遅れる，など乳児に対する影響が報告
されている（日本小児科学会，2020）。一律にマス
クの装着を促すのではなく，年齢や状況を考慮した
感染予防策を検討し，周知することが必要と考える。
　一方，感染予防策は新型コロナウイルス感染症だ
けに効果を発揮するものではない。食中毒や感冒，
インフルエンザなど乳幼児が罹患する多くの感染症
を感染予防策の徹底によって予防することができる。
新型コロナウイルス感染症への対策が，乳幼児の健
康の維持につながることも期待できる。
　乳幼児の発達の特徴として，乳児は，外界への急
激な環境の変化に対応し，著しい心身の発達ととも
に，生活のリズムの形成を始める。そして，幼児期
になるにつれ，身近な人や周囲の物，自然などの環
境とかかわりを深め，興味・関心の対象を広げ，認
識力や社会性を発達させていくとともに，食事や排
泄，睡眠といった基本的な生活習慣を獲得してい
く（清水，2020）。新型コロナウイルス感染症の拡
大に伴い，食事や運動，休息など乳幼児の日常生活
は大きく変化した。この変化は，乳幼児期の生活習
慣の獲得やそれに伴う発達にも影響を及ぼしうるも
のであると考える。現在の混乱した状況であっても，
乳幼児がリズムの整った日常生活を送ることができ
るよう調整することが必要と考える。
　また，乳幼児健診が中止となり，受診の時期が
遅れる場合があった。1歳6か月健診は，運動機能，
視聴覚障害，栄養，歯科，精神発達の遅滞などの心
身障害の早期発見および生活習慣の自立，う歯予防
のために実施される。また，3歳児健診は，発育・
発達，栄養，疾病の有無，歯科，精神発達，食欲不
振および諸種習癖，予防接種実施状況，各種心身障
害の早期発見のために実施されるものである。この
1歳6か月健診，3歳児健診は母子保健法第12条で
規定されたものであり，他にも母子保健法第13条
に基づいて，疾病異常の早期発見および健康な発育・
発達の促進を目的として3か月健診などの乳児健診
が行われている。問題が生じやすい時期や，発達に
ついて機能が獲得できる時期などに応じて受診時期

は設定されており，遅れることで異常の早期発見が
妨げられる。時間設定を決めて多くの乳幼児が同じ
時間に集わないようにするなど，感染予防策を徹底
したうえで，滞りなく乳幼児健診が実施されること
が重要と考える。
　小学生や中学生の一斉休校の期間には，「授業が
ないので勉強が遅れるのではないか」「自分がコロ
ナに感染するのではないかと思い，外に出るのが怖
い」「休校期間中に出された宿題が多くてできそう
にない」などの相談が挙がっている。また，「感染
を気にして子どもが手を脅迫的に何度も洗う」「イ
ライラして怒りっぽくなった」との報告がある（本
田，2020）。乳幼児の場合は，学業への影響は学童
期の子どもよりは少ないことが予測される。しかし，
乳幼児にとっての他者とのかかわりは，家族だけで
はなく友達とのかかわりが大きな意味をもつ。友達
とのかかわりを通して，興味・関心の対象が広がり，
社会性が発達する。新型コロナウイルス感染症によ
る外出制限で，乳幼児は家族以外とかかわる機会が
減少した。外に出ない，他の子と遊べないなどは，
学童期同様，幼児にとってストレスとなり，乳幼児
の発達にも影響すると考える。
　家族との関係は，新型コロナウイルス感染症の拡
大前と比べて，密なものとなっていると考えらえる。
乳幼児が親や，きょうだいなどと接する時間が増え
たことは，喧嘩が増えたりストレスとなるという面
と同時に，愛情を得られる機会が増えるという面も
ある。家族としての機能が有効に働いているかどう
かが，乳幼児と家族の関係に影響を与えていると考
える。
　重村他（2020）によると，パンデミックにおけ
るメンタルヘルス上の高リスク集団として妊婦や小
児などが挙げられる。感染予防策，日常生活，友達
との関係，家族との関係などの変化は，乳幼児のメ
ンタルヘルスに大きく影響を与えていると考える。
乳幼児のメンタルの変化は，乳幼児自身の言葉で述
べられるものではなく，寝なくなる，食べなくなる，
乱暴になる，落ち着かない，などで表現されること
が多い。乳幼児の変化に大人が気づき，対応するこ
とが必要と考える。
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２．新型コロナウイルス感染症が親に与える影響

　新型コロナウイルス感染症が親に与える影響とし
ては，他者とのつながり，経済状況，家族との関係，
メンタルヘルスがあった。
　子育ては，親が家庭の中だけで行うものではなく，
専門職や親同士など他者とのつながりの中で行うこ
とで，その負担が軽減するといえる。しかし，新型
コロナウイルス感染症の影響で外出が制限され，親
は孤立化している。ベネッセ教育総合研究所の調査
（2020）にもあるように，人とのつながりを大切に
したいと答えた母親は82.7％であり，コロナ禍の
悩みや気がかりの調査では，母親の約2～ 3割が（園
や地域と）「つながりをもてない」を選択していた。
鷲山（2020）は，「医療職など新型コロナウイルス
感染症のもとでも労働を継続すべき親の子どもだけ
が登園すべきと理解される部分もあり，要支援家庭
の親と子どもが家庭の中で孤立するに至ってしまっ
た」と述べている。他者とのつながりが減少するこ
とで，不安が大きくなったり，悩みが解消されなかっ
たりする親が多く存在すると考える。虐待の発生に
は社会的要因が関与している。リスクを抱えた家族
が，新型コロナウイルス感染症の問題で自宅に孤立
し，本来必要な地域資源を利用できず，援助関係形
成も困難になっていく社会状況のもとでは，虐待が
生じる可能性が高まるといえる。
　また，休業要請に伴う職場の休業，経営不振によ
る減給などにより，経済状況が悪化した親がいる。
さらに，子どもを預ける場所がなく，仕事を休んだ
り，祖父母に預けたり，ベビーシッターを雇ったり
と，親はさまざまな対応をとっている。人的資源を
確保するために費用が必要となり，さらに経済状況
を悪化させる要因になっているといえる。経済状況
の悪化などで保護者のストレスが強いと，虐待など
が発生するリスクが増すと推察される。
　本田（2020）によると，小学生・中学生の親から
は「イライラして怒りっぽくなった」「子どもだけ
でなく保護者も在宅勤務になり，全員が家にずっと
一緒にいるため，家族同士の喧嘩が増えた」という
相談があった。乳幼児の家庭であっても，家の中で
家族が一緒に過ごす時間が長くなったことがストレ

スとなり，親も子どもも苛立ち，家族同士の喧嘩が
増えると考えられる。喧嘩によって結びつきが強く
なる場合も考えられるが，さらなる苛立ちやストレ
ス，家族機能の破綻につながる可能性も考えられる。
一方で，子どもと一緒にいる時間が長くなることで
子どもの理解が深まったり，愛着形成が促進された
りすることも考えられる。武者（2020）は，3食食
事を作らなくてはならず，とても大変などの訴えが
親からあったと述べており，親や乳幼児が家庭で過
ごす中で，それぞれの役割を果たし，協力すること
でストレスが軽減し，家族との結びつきが強くなる
と考える。前田他（2020）による乳幼児をもつ母
親の育児ストレスの要因に関する文献検討では，育
児ストレスは，子どもをもつことでの生活・意識の
変化に伴うことや，生活環境がストレス要因となっ
ていたことが明らかになっている。そして，子ども
をもつことでの生活・意識の変化として自分の時間
が子どもによって制約され，社会から取り残されて
しまう焦りや不安が育児ストレスの要因になること
や，母親は就労によって一定の時間育児から離れる
ことができ，また仕事によって社会とつながること
により孤立感をあまり感じにくいため，子ども自身
に対する育児ストレスはあまり強くなかったと述べ
ている。現在，学童期の親が調査の対象となってお
り，今後，乳幼児の親を対象とした調査を行うこと
が必要と考える。
　親は，ストレスや苛立ちを抱えていた。女性は，
ホルモンの影響などでストレスを受けやすいといわ
れているが，新型コロナウイルス感染症による，女
性のメンタルヘルスへの影響は明らかになっていな
い（久保正子他，2020）。女性だけでなく，男性にとっ
ても，これまで出勤していた生活から在宅で勤務す
るという生活に変化したことや，家族と過ごす時間
が増えたことなどは，メンタルヘルスに影響を与え
る要因となっていると考えられる。
３．新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与え

る影響

　新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与える
影響には，他者とのつながり，友達との関係，家
族との関係，メンタルヘルスなどがあった。化学・
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生物・放射線物質・核・高性能爆発物による災害は
CBRNE災害と呼ばれる。新型コロナウイルス感
染症のパンデミックも，CBRNE災害に準じて扱
われることがある。このCBRNE災害は，健康・行
動・社会・経済に影響するとされている（重村他，
2020）。乳幼児，親ともに影響を受けており，その
影響は，互いにさらなる影響を与えると考える。新
型コロナウイルス感染症のように，健康への影響が
不明瞭であり，今後の予測が困難なもの，専門的知
識を有するものについては，政府や科学者の意見が
分かれがちである。そして，情報が氾濫し，情報の
混乱が噂，デマなどにつながるとされている（重村
他，2020）。そのような状況の中で，乳幼児と親は
孤立化し，ストレスを抱えていると推察される。し
かし，家族関係を見直すきっかけとなる場合もある。
　感染状況は収束しておらず，長期化することでさ
らなる影響を与えることが予測される。新型コロナ
ウイルス感染症が乳幼児と親に与える影響について
の報告件数はまだ少なく，さらなる研究が求められ
る。影響を明らかにすることで，医療職としての今
後の支援の在り方を検討することが必要と考える。

Ⅴ．結論
　新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与える
影響について明らかにすることを目的に文献検討を
行った。それにより，以下のことが明らかになった。
1．新型コロナウイルス感染症が乳幼児に与える影
響としては，感染予防策，日常生活，友達との
関係，家族との関係，メンタルヘルスがあった。

2．新型コロナウイルス感染症が親に与える影響と
しては，他者とのつながり，経済状況，家族と
の関係，メンタルヘルスがあった。

3．新型コロナウイルス感染症の影響で，乳幼児，
親ともにストレスを抱えており，他者とのつな
がりが失われ孤立化する家庭があった。

4．家族で過ごす時間が増え，家族関係を見直すきっ
かけとなった家庭もあった。

5．新型コロナウイルス感染症が乳幼児と親に与え
る影響についての報告件数はまだ少なく，さ
らなる研究によって影響を明らかにすることで，

医療職としての今後の支援の在り方を検討する
ことが必要である。
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